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直接投入型ディスポーザー導入について

岐阜市上下水道事業部 1

ディスポーザーとは

台所の流し台の排水口に取付け、野菜くずなどの生ごみを２mm程度の
大きさに砕いて、水と一緒に排水にする機械

破砕部

モーター

トラップ

家庭用の仕様

 重さは、約4～10kg

 大きさは、高さ約30cm×幅約20cm
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直接投入型ディスポーザー導入について

 ごみ出し作業の軽減

 臭気・鳥獣被害の軽減

 台所環境の向上

期待される効果

 ごみの減量化

 生ごみの再資源化

 設置者の負担軽減

懸念事項

 下水道施設への影響

（管渠閉塞、水質悪化）

導入の目的

モデル事業にて検証

市民サービスの向上
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直接投入型ディスポーザー導入について

今後の方針

○北西部処理区では、直接投入型ディスポーザーを

今後も設置可能とする。

（下水道システムへの影響を注視）

○他処理区への拡大は、当面行わないこととする。

（管路の老朽化 ⇒ 閉塞の懸念）

前回の審議会でいただいたご意見

①普通ごみとして処分する場合との費用比較結果を

提示されたい。

②ごみ減量分について、一般会計からの繰入を検討すべき。
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処理費用比較

1t当たり
（円／ｔ）

1世帯・月当たり

（円／世帯・月）

収集運搬（普通ごみ） 21,594 154

中間処理（焼却処理） 15,841 113

最終処分（埋立・委託） 935 7

合計 38,370 274

管渠清掃費 35,379 252

処理場維持費 20,556 148

合計 55,935 400

処理費用

焼却処分

ディスポーザー

※１世帯・月当たり生ごみ排出量：約7kg
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関係部局との情報共有

経 緯

平成２０年度・・・直接投入型ディスポーザー導入について、

環境事業部と協議開始

平成２１年度・・・直接投入型ディスポーザー導入について、

自然共生部と協議開始

平成２３年度・・・「直接投入型ディスポーザー導入モデル事業」開始

「ごみ減量・資源化指針２０１１」の生ごみ減量施策の

一つに直接投入型ディスポーザー導入モデル事業が

位置付け

平成２８年度・・・新たな「ごみ減量・資源化指針」の生ごみ減量施策の

一つに直接投入型ディスポーザーの導入検討が位置付け
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ごみ減量・資源化指針

ごみ焼却量10万t以下を目指します
～ごみ焼却量29,000t以上の削減～

平成３７年度まで

多様な資源ごみ回収の仕組みを
つくる

取り組み目標 取り組み期間

紙ごみを減らす

ごみ１／３減量大作戦

プラスチックごみを減らす

事業系ごみを減らす

ごみ処理有料化制度の導入を
検討する

生ごみを減らす

〇生ごみ減量キャンペーンを推進 〇生ごみの地産地消を推進
〇生ごみ堆肥化推進事業の活用
〇直接投入型ディスポーザーの導入検討
〇生ごみの資源化技術等の調査
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まとめ

・国土交通省では紙オムツの下水道への受入に向けた検討に着手。

・処理槽付ディスポーザーの設置は増加。

②直接投入型ディスポーザー導入について、関係部局と情報共有を
行ってきた。

ごみ減量に伴う一般会計からの繰入れについては、普及状況を見ながら、

今後検討する。

①処理費用は、焼却処分よりディスポーザーの方が高い。

ごみ捨て労力の軽減

台所の衛生面改善

生ごみ処理方法の
選択肢を提供 市民サービスの向上

最近の動向
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【参考】ごみ減量・資源化指針（概要版）
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【参考】ごみ減量・資源化指針（概要版）


